



























































附説によれば、竹山は「蚤歳」 頃から「学問修行 主意は経術文章の二つにあり。 此二つ 到底を究めざるは、小成に安ずるの器にして、大成の業に非ず」 、経術文章の両者の重要性を認めてい
た（５）
。そして、結論におい
て、 「故に経術文章迭に修め 相待ざることを得ず、これ切要の義なり。等閑 心得べからず。是に因て愚拙の修身の事業は、この一聯にあ
り（６）
」と竹山は述べる。そこ








　『懐徳堂考』の後、中井竹山の思想について全面的に紹介を行ったのは、加地伸行らが著した『中井竹山・中井履軒』である。例えば、同書は前述の竹山の経術・文章への考え 紹介したほか、門人藤江貞蔵への答書「答藤江生」 （ 『竹山国字牘』所収）を引いて、 古今の文章家に対する批評に触れている。つまり、竹山は文章家といえば「韓（韓愈） ・柳（柳宗元） ・欧（欧陽脩） ・蘇（蘇軾）と云より外はなし」と述べ、朱子については








一文がある。そこでは、中井履軒の経学思想についてかなりの紙幅を費やして紹介しているのに対して、竹山の経学については簡略的な叙述に止まっている。例えば、平は、竹山は師の五井蘭洲の「経解修正主義」を堅持したと述べ、竹山 経典解釈の態度を「経典 あるがまゝの解釈に於いて宋註を回護しない」 指摘してい
る（９）
。そ



















するときに留意しておかねばならない のであろう。竹山の史学についての研究は ほかには藤直幹「懐徳堂の史学――中井竹山の『逸史』を中心として――」や、高橋章則「近世後期史学史と『逸史』 」などがある。　
また、藤本雅彦はその 「中井竹山の公私観」 におい
主として『草茅危言』によって竹山の公私観を考察し





























て、次のように分類して羅列しておく。【経学】『易断』 （五巻五冊）『尚書管見』 （一巻一冊）『詩断』 （八巻四冊）





『公田説』 （一巻一冊） ： 『日本経済大典』第二三巻等叢書所収『経済要語』 （一巻 冊） ： 『日本経済大典』第二三巻等叢書所収【詩文集】『竹山先生国字牘』 （本編八冊・続編一冊・附巻一冊） ：本編の中の三十篇は懐徳堂記念会『懐徳堂遺書』に『竹山国字牘』 （上下巻）として収録『奠陰集』 （二十巻二十冊：詩集八巻八冊、文集十二巻十二冊） ：懐徳堂記念会『懐徳堂遺書』活字翻刻『西岡集』 （一巻一冊） ：明治四四（一九一一）年刊縮刷影印本【その他】『代萱』 （一冊）『詩漁』 （一冊）『子華孝状』 （一冊）『走馬看灯』 （一冊）『災後蕘言』 （一冊）『奠陰自言』 （一冊）『鶏肋篇疑文』 （一冊）







るように、 竹山の著述の中では、 よく知られている史著、論著そして詩文集はいずれも刊本のほか活字翻刻されている。対して、竹山の経学と朱子学に関する重要な著作は手稿本や抄本にのみ確認することが きる。　
また、 よく竹山の研究に使用されている懐徳堂遺書 『竹





手稿『竹山先生国字牘』にその内容は確認できない。また、両者に文章の収録順序が一致しないところがある。例えば、 【表一】に網をかけたところの「上中納言菅公公建学私議」は、懐徳堂遺書『竹山国字牘』で 下巻の最後のところに収録されているが、手稿『竹山先生国字牘』では六冊目に収録され、しかもその内容も「不全」として全文が収録されていない。そして それ以上に重要なことは、懐徳堂遺書『竹山国字牘』に収録されていない、未だ手稿『竹山先生国字牘』の中 眠ったままの竹山の諸書簡に、さらに脚光を浴びせて研究していく必要がある、ということ ある。　
中井竹山研究の低調については、前述のように、竹山
















































































































































































































































































































の記述は、 「此周制。七者、大祖及文王・武王之祧、与親廟四。大祖 后稷」 （ 『礼記正義』 ）という。鄭玄のいうところの廟制は、太祖廟一、二祧、親廟四、あわせて七廟となる。　
一方、王粛の『聖証論』によれば、 「周之文・武、受
命之王、不遷之廟、権礼所施 非常 之数。殷之三宗、宗其徳而存其 、亦不以為数」という（ 『礼記正義』孔頴達疏所引） 。 つまり 王粛にお ては、 文・武二廟が 「不遷之廟」となったのは 後人が二王の徳行と功績を慕い尊ぶためにその廟を 続したからであり、常の廟の数つまり七廟の中に数えられないのである。 粛の ところの廟制は、太祖廟一、親廟六、変宗之廟 、あわせて九廟となる。　
それ以来、歴代の礼学家たちは鄭玄説派と王粛説派と












































七廟は周を始とすべし。周は后稷を太祖とし、文王武王を祖宗とし、 四親廟に加へて七廟たる事明白也。然れども是も 公の成王を補佐し、礼楽 定められし時は、大王・王季・文王・武王 て四親なり。大王より上には宗と立べきものなし。夫故に追王も大


























武王の四親廟に后稷の太祖廟を加えると、周の宗廟数は五廟である。康王と昭王の時、それぞれ「親尽」した太王と王季を遷す。 宗廟数は五廟のままであ 。 穆王 時、文王を遷さず六廟となり、そして共王の時 武王を遷さず七廟となる。周の「七廟」の制はここにおいて成立す
る。文・武の「百世不遷」の廟は、周公が周の礼制を考案する時あらかじめ定めておいた制度である。周王朝の宗廟が七廟となったのは、功徳のある文・武二王を「二宗」として、その廟を百世不遷にしたからである。もしその前後にまた功徳のある「明君」が現れれば、七廟とは限らず、八 や九 に る可能性もある。その周の七廟の制が後世に伝わり『礼記』などの書にも載っているから、儒者たちはそれを周一代 制と知らず、そして天子の通制と誤解してしまったので る。　
いってみれば、竹山は鄭玄のいう太祖廟一、二祧、親

























ばず、台徳大君 （秀忠＝台徳院） は守成の良君にて、創業の内にも関せ給へば、是元より不遷の宗たるべし。其余親尽させ給ふは祖廟に祧し奉り、一廟一宗を四親に合六廟たるべし。有徳大君 （吉宗＝有徳院）は今尚四親の御内なれども、中
輿ママ
（興か）明君の御









竹山はここでは、将軍家既存の七廟を『礼記』などの礼制によって制度化しようとしている。本来、諸侯は五廟であるべきであり、将軍家の七廟は明らかに僭越の嫌いがある。しかし、先述のように、竹山は『礼記』王制篇に規定された天子の廟数に対 て、決 拘 必要はなく、 明君が出れば八廟でも九廟でもよいと主張している。諸侯の廟数についても同様 ある。　
つまり、 太祖の家康の廟はもちろんのこと、 秀忠は 「守














































































て、積極的に官立化を図り、懐徳堂の黄金時代を築いたこと、そして教育において華やかな業績を上げたことなどについては、すでに数多くの研究がある。また、竹山と他の文人・知識人の交流に関する研究においても、少なからざる蓄積がある。 しかし、 『易断』 ・ 『詩断』 ・ 『礼断』 ・『四書断』といった竹山の経学著述について深く掘り下げて考察を行う研究は 管見の限りまだ見られない。また、 竹山と文人や知識 の交流に関する研究においても、多く人間関係 詩文応酬の紹介に止まり、相互の間 往来書簡に立ち入って学問 思想内容に関 る分析は不十分である。　
そこで、今後の中井竹山研究について、竹山思想の研































































係にあり、親しみが未だ尽きないため祭られる祖先の廟をさし、父・祖父・曽祖父・高祖父の四廟を四親廟という」 。同 「前漢の宗廟制――七廟制の成立を中心にして――」 （ 『東北学院大学論集：歴史学・地理学』一三号、一九八三年） 、四七頁。
（
18）
















（私情主義）の問題に着目して、王制篇・祭法篇両篇の相違を次のように指摘する。 「王制篇では功徳よりも親近者をより重んじ、祭法篇では親近者よりも功徳を重視していると言えるであろうし、これを前述の「義」と「情」とに分けていえば、王制篇は「情」に、祭法篇は に重き おく、すなわち前者は私情主義 後者は公義主義の立場をとるといえよう」という。 「前漢の宗廟制――七廟制の成 を中心にして――」 、六一頁。なお、前漢時代の宗廟制をめぐる礼説につい は、藤川正数「前漢時代における宗廟礼説の変遷とその思想的根底」 （ 『東方学』第二八輯、一九六四年）や、南部英彦「前漢後期の宗廟制論議等を通して見たる儒教国教化――その親親・尊尊主義の分析を軸として――」 （ 『日本中国学会報』第五十一集、一九九九年） 参照
（
23）例えば、前漢の韋玄成らの議論によれば、 「周之所以七廟者、
以后稷始封、文王・武王受命而王、是以三廟不毀、与親廟四而七。非有后稷始封、文・武受命之功者、皆当親尽而毀」 （ 『漢書』韋玄成伝）という。鄭玄の 二祧」 「親廟四」の説はまさに韋玄成らの議論を受け継いだものである。前掲張書豪「従奏議到経義――西漢晩期廟数之争析論」 、特に一七七頁、一八五頁を参照。
（
24）滝本誠一編著『日本経済大典第二十三巻』 （明治文献、一九




























































演集』第一輯、一九二五年。のち「中井竹山の経済思想」 と改題し、同 『日本経済思想史研究』 、日本評論社、一九四二年所収）
菅野和太郎「解題」 （同編『近世社会 学説大系・中






して――」 （ 『懐徳』二八号、一九五七年。のち、 「中井竹山の日本史研究について」と改題し、同『武家時代の社会と精神』 、創元社、一九六七年に所収）
藤川正数「前漢時代における宗廟礼説の変遷 その
的根底」 （ 『東方学 第二八輯 一九六四年）
伊藤徳男「前漢の宗廟制――七廟制の成立を中心にして






高橋章則「近世後期史学史と『逸史』 」 （ 『日本思想史学』
一九号、一九八七年）
吉川延太郎 「中井竹山の経世」 （ 『商業史研究所紀要』 四
一九九六年）
黄彰健「釈〈令彝〉所記「康宮」 「京宮」 、並論西周初年
宗廟制度・昭穆制度」 （同『周公孔子研究』 、台北・中央研究院歴史語言研究所 九
南部英彦「前漢後期の宗廟制論議等を通して見たる儒教
国教化――その親親 ・ 尊尊主義の分析を軸 して――」（ 『日本中国学会報』第五十一集、一九九九年）
伊東龍一「徳川家霊廟の御廟拝殿―霊廟の建築形式と造












実践を中心に─」 （ 『懐徳堂センター報』 、二〇〇八年）
吾妻重二・佐藤実「 『朱子語類』礼関係部分訳注一： 『朱
子語類』巻第九十・礼七・祭」 （ 『東アジア文化交渉研究別冊五』 、二〇〇九）
陶徳民 「東アジアの救済施設としての社倉─中井竹山 『社




リノ説答千秋」 」 （ 『中国研究集刊』第五 三号、二〇一一年）
張書豪「従奏議到経義――西漢晩期廟数之争析論」 （台
湾・政治大学 『政大中文学報』 第十五期、二〇一一年）
中井竹山研究序説―回顧と展望― ― 田世民
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